
アフリカの潜在力と日本の
科学技術融合によるSDGs
貢献人材育成プログラム

受講生募集
上記プログラムによる講義

“Global Management 2023”を開講します

“Global Management” はアフリカ６大学と
宇都宮大学の国際共同ウエブ講義です。

ガーナ大学 (ガーナ)
アディスアベバ大学 (エチオピア)
ジョモ・ケニヤッタ農工大学 (ケニア)
メル科学技術大学 (ケニア)
ダルエスサラーム大学 (タンザニア)
ネルソンマンデラアフリカ科学技術大学院大学

(タンザニア)
宇都宮大学 (日本)



講義の目的
新型コロナウイルス（COVID-19）のパンデミックは世界中に
様々な影響を与え、教育分野では一挙にデジタル化が進みまし
た。一方で、2030年に向けて国連が推進するSDGs（持続可
能な開発目標）を達成するために、国際協力やそれを支える人
材が必要とされています。

そこで本プログラムは、SDGs達成に必須の社会構
造に基づいた持続可能な開発を実現するために、地域
社会の可能性を理解し、アフリカと日本の共同活動に
貢献できる人材の育成を目的として、アフリカの6大
学と宇都宮大学が共同でアフリカ、SDGs、そして科
学を理解して考えて自ら成長することを目標に、必修
集中講義「Global Management」を開講します。こ
のような広範囲な国際連携講義は画期的な試みです。

この講義は6月1日(木)から7月18日(火)の期間に
C-learningを用いて開講され、1５回の講義が含まれ
ます。うち1３回はオンデマンド講義です。単位は２
単位です。

またこの講義はアフリカの大学と宇都宮大学の相互
学生交流の基礎となり、本講義を受講した修士課程の
学生の中から年間６名(１か月以内短期３名、３か月
以上１年以下長期３名)が、旅費と滞在費の支援を受
けてアフリカの６大学に留学が可能です。

本プログラムではより一層の学びを深めるために、
必修集中講義に続き「国際連続シンポジウム」「臨地
研究」「学生サミット202４」を開催・開講しますの
で、奮ってご参加ください。

以下、本講義の講師と講義のタイトルを紹介します。



講師および講義タイトル



講師および講義タイトル



講義の詳細
 本講義は１５回：この講義は新しいデジタル時

代に向けた前例のない画期的な国際共同ウエブ
講義で、前のページのようにアフリカ６大学の
教員が６回、宇大教員が７回の計１３回はオン
デマンド講義です。開講期間中はいつでもC-
learningの講義資料にアクセスできます。

 １回目(6月２日(金))と1５回目(7月18日(火))
の２回はZoomによるリアルタイムで11～12
時限(17:40～19:10)に開講します。

 開講期間：6月1日(木)～7月18日(火)
C-learningを使用します。

 言語：英語（オンデマンドなので何回でも繰り
返して聴講できます）

 単位：２単位（地域創生科学研究科選択必修
「地域創生リテラシー」の「実践力」の
「Global Management」として付与）

 登録先：C-learning 講義コード B100017
「Global Management」

 締切： ５月７日（日）
 採点：開講期間中に各講義のC-learningに掲載

のレポートか小テストに解答してください。
15回の講義の合計150点満点で採点されます。

 問合せ先：留学生・国際交流センター事務室
TEL: 028-649-5100

E-ｍail: tenkai@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp



Come and join us!

問合せ先
留学生・国際交流センター事務室
TEL: 028-649-5100
E-Mail: tenkai@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

アフリカ留学：本講義を受講した地域創生科学
研究科修士課程の学生から年間６名(１か月以
内短期３名・３か月以上長期３名)が、旅費と
滞在費の支援を受けてアフリカに留学可能です。
2022年度短期留学生の報告会の動画は近日中
にWebサイトで公開します。
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